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○簡易的な水害リスク評価手法の目的
ハザードマップ上でリスクが存在するにも関わらず示されていない場所に対して、中小河川からの
氾濫によるハザードの評価を一律で行い、迅速にリスク空白域を解消

図1 段丘面を持つ地形の場合（横断面イメージ）

川沿いの低地から浸水被害が発生
し、浸水域が広がる
→この単純な情報をいかにして社会
で共有するか

大河川の氾濫による
ハザード域は図示済

土砂災害による
ハザード域は図示済

中小河川の氾濫による
ハザード情報が存在しない

※国土交通省重ねるハザードマップより作成
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図２ 既存LPデータ有無と中小河川位置関係整理例
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（１）必要データの収集・整理
簡易的な浸水想定情報図作成対象河川区間の次のデータ等を収集する。
①既存LPデータ（推定される氾濫原を含む） ※公的LP測量データを国土地理院より入手可能
②流域面積等合理式による河川流量算定に必要な流域諸元

③アメダス観測所ごとの再現期間・降雨継続時間別降雨強度算定式又は想定最大規模降雨設
定に係る資料（例 浸水想定(洪水、内水)の作成等のための想定最大外力の設定手法（H27.7
国土交通省水管理・国土保全局））
④中小河川治水安全度評価システム ※必要に応じて国総研水害研究室に問合せ
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（２）降雨の与え方

＜簡素化している点＞
・土研確率降雨強度式（フェア式）により確率降雨量を推定（又は想定最大規模降雨を設定）

※土木研究所のアメダス確率降雨量計算プログラム
（https://www.pwri.go.jp/jpn/results/offer/amedas/top.htm）を活用可能

図３ アメダス観測所と中小河川
位置関係図例 図４ アメダス確率降雨計算プログラム画面例

フェア式
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中小河川洪水浸水想定区域図作成の手引き（第2版）（H28.3
国土交通省水管理・国土保全局河川環境課水防企画室）に加筆

図５ 氾濫形態ごとの簡易的な浸水想定情報図作成手法例

流下型

貯留型

拡散型

①河道一体型モデル
による評価

②池モデルによる評価

③二次元不定流計算
による評価
（CommonMP等）

○谷底平野等で河川の流下方向に沿って
氾濫流が流下

○堤防や山付け等で囲まれた閉鎖域に
氾濫流が貯留

○扇状地やデルタ等の地形で氾濫流が
広範囲に拡散

○ 氾濫形態に応じた簡易的な水害リスクの評価手法の選定
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（３）流量算定

＜簡素化している点＞
・水位計算の条件となる流量を与える断面を限定（河川最下流端及び主要支川合流点等）し、
合理式により流量を算定
・流出係数は流域の山地・平地割合から設定
・降雨強度はフェア式（又は想定最大規模降雨設定手法）により設定

図７ 合理式及び流出係数算定式図６ 流量を与える断面設定イメージ

= 0.7 ×山地割合 + (0.8 × (1−山地割合))
流量 Q１

流量 Q2

Q１

Q2

本川

支川

下流端
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（４）水位計算

＜簡素化している点＞
・既存の航空レーザ測量データ（LPデータ）から河道の横断面を100mピッチ（任意設定）で推定
・水位計算上の河道幅を設定
・河道内粗度係数を０．０３３に一律仮定
・現況河道幅で一次元壁立て計算
・下流端水位は任意で設定可能
・複数規模の不等流計算結果から河道H-Q式を100mピッチ（上述の横断面間隔と同一）で導出

図８ LPデータに基づく河道断面の推定概念図
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（５）氾濫計算（洪水規模ごとの浸水範囲の概略推定）

図１０ 想定浸水範囲の作図手法概念図
図１１ 想定浸水範囲図示例

＜簡素化している点＞
・各断面において壁立て計算により算出された水位を
堤内地盤へ外挿し交点を抽出
・各断面において抽出された交点を結ぶことにより流量
規模別浸水範囲を描出

地盤線
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8図１２ 確率規模別中央集中型降雨・流量波形の作成例

（２）、（３）降雨の与え方、流量算定

＜簡素化している点＞
・土研確率降雨強度式（フェア式）により確率降雨量を推定（又は想定最大規模降雨を設定）

※土木研究所のアメダス確率降雨量計算プログラム
（https://www.pwri.go.jp/jpn/results/offer/amedas/top.htm）を活用可能
・降雨の時系列分布は中央集中型降雨波形として仮定
・合成合理式により流量の時系列データを作成

降
雨
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度
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（４）水位計算 （①河道一体型と同様）

＜簡素化している点＞
・既存の航空レーザ測量データ（LPデータ）から河道の横断面を100mピッチ（任意設定）で推定
・水位計算上の河道幅を設定
・河道内粗度係数を０．０３３に一律仮定
・現況河道幅で一次元壁立て計算
・下流端水位は任意で設定可能
・複数規模の不等流計算結果から河道H-Q式を100mピッチ（上記横断面間隔と同じ）で導出

図１３ LPデータに基づく河道断面の推定概念図
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図１４ 10mDEMデータとLPデータとの比較例
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10図1５ 池モデルの作成例

図１６ 氾濫流の流下・湛水概念図

←5mDEMからの比高差
の読み取り例（比高差

0.5m）

落水線に基づき推定した
氾濫流下経路

池モデル湛水域

氾濫流道路横断
→道路通行障害
発生の可能性

（５）氾濫計算

＜簡素化している点＞
・５ｍDEMデータから湛水域を池モデルとして設定
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（５）氾濫計算

河道断面 ： LPデータ
氾濫原標高： ５ｍＤＥＭ

氾濫ボリュームを
Ｖ→Ｈ換算した
湛水位

湛水位はブロックの
最低盛土等高さまで
とする。

池モデル周囲の最低
盛土等高さを超える
湛水時には氾濫水が
河川等に流れ出ると
仮定

池モデル周囲の盛土
等高さが最も低い地
点

測線

図１７ 池モデルの概念図

＜簡素化している点＞
・５ｍDEMデータから湛水域を池モデルとして設定
・流下能力最小地点から溢水・越水した氾濫水が池に湛水すると仮定
・氾濫水量と池のV-H関係より池の水位を推定し各箇所の浸水深を推定

流量
氾濫する流量

氾濫想定断面
の流下能力


